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　MY. 1E12認識MUC1陽性率は分化型が 84％，未分化型が 53％と分化型癌で有意に高値であった（P<0.01）。
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癌浸潤部における発現型は，癌の進行（pStage）および深達度にともない刷子縁型が減少し間質型の割合が
増加した。分化型胃癌において術後肝転移再発は癌浸潤部のMY. 1E12認識MCU1の優位な発現型にした
がい，細胞質型＋間質型：30％，刷子縁型＋陰性：6％と前者に優位に肝転移が多く（P<0.05），5年生存率
は細胞質型（58.7％）＋間質型（33.3％），刷子縁型（88.9％）＋陰性（85.7％）と前者が有意に予後不良であっ
た（P<0.05）。間質型の優位型を示す 18例に ISHを行い，同一切片上の発現型の異なる部位を比較検討した。
MUC1mRNAは癌近傍の非癌腺管に比べ癌部では高信号が観察された。一部免疫染色陰性の癌部においても
シグナルが観察された。同一切片内の細胞質型，間質型，刷子縁型の間に明らかなシグナルの強弱の関係は
観察されなかった。
考察：
　MY. 1E12認識MUC1の細胞内局在は分化型癌では，優位発現型別に，間質型の肝転移再発が多く最も予
後不良であった。細胞質型は刷子縁型と間質型の中間の予後を示した。未分化型癌では陽性率が低く生存曲
線・再発形式との相関を認めず，MY. 1E12認識MUC1の細胞内局在は分化型進行胃癌における生物学的悪
性度を反映する指標であると考えられた。悪性挙動を反映する細胞内局在の変化の理由を探るため ISHを
行ないMUC1mRNAの転写を観察したが，明らかな局在性との関連は指摘できず，間質型を示す機序は更
なる検討課題となった。
結論：
　分化型進行胃癌において浸潤部のMY.1E.12認識MUC1の細胞質型，間質型の発現は予後不良と関連し
肝転移を来たし易い。この表現型は分化型進行胃癌において生物学的悪性度を反映する有用な指標であると
考えられた。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は進行胃癌におけるMUC1ムチンの発現様式の生物学的指標としての意義を明らかにし，きわめ
て興味深い結果を示したものである。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
